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建設 ： １９６６年（昭和４１年）３月

築 ５２ 年（耐用年数５８年）



１９７９年以前の基準で建設されている
（１９６５年度築）

耐震性能が低いと判断される



登別温泉浄水場

登別本町

中登別町

幌別町
栄町

登別市全体の約３割をまかなっている重要な浄水場



登別温泉町

上登別町
地獄谷

登別石水亭

第一滝本館

ホテルまほろば

登別温泉浄水場（現在）

浄水場更新予定地
（旧登別温泉小学校敷地）



見晴団地

登別温泉
浄水場 高区配水池

旧教職員住宅

旧小学校

浄水場更新予定地

【砂ろ過浄水場】 から 【膜ろ過浄水場】 へ



原水

混和池 フロック形成池 沈澱（でん）池
ろ過池 浄水池

着水井

既存の浄水場を現在の基準で建設した場合

塩素混和池

当時はコンパクトな浄水場が主流だったが、現在の基準で建設すると大きな施設が必要

原水

高速凝集
沈澱池 ろ過池 浄水池

着水井

現在の登別温泉浄水場のイメージ











ろ過池の断面モデル

粒の大きな砂利（４０ｃｍ）

粒の小さな砂（４０ｃｍ）

砂より軽いろ過材（２０ｃｍ）

水の流れ

現在の浄水場

（砂ろ過方式）



国有林野における保安林区域

支笏洞爺国立公園の特別区域

史跡名勝天然記念物 登別原始林に隣接



濁り（1～10μm）

ろ過砂
（拡大）付着

ろ過砂の隙間（100μm）

現在の浄水場

（砂ろ過方式）

水の流れ

１μm＝０．００１ｍｍ（千分の１ｍｍ）

ろ過砂





2017.9.18の状況

最高濁度 ２００度

浄水場停止 １１時間

※現状は濁度５０度で停止

2016､2017年度の2か年
2浄水場で13回の取水停止



濁度の高い水がろ過池へ流下してしまう

現在の登別温泉浄水場のイメージ

原水

高速凝集沈澱池

ろ過池 浄水池

着水井



ろ過砂
（拡大）

濁り（1～10μm）

付着

ろ過砂の隙間（100μm）

現在の浄水場

（砂ろ過方式）
水の流れ

１μm＝０．００１ｍｍ（千分の１ｍｍ）

ろ過砂

濁度の高い水がろ過池を流下してしまう

取水停止



更新後の浄水場

（膜ろ過方式）

水の流れ

濁り（1～10μm）

少ない薬品で濁りを確実に除去できる

１μm＝０．００１ｍｍ（千分の１ｍｍ）

ろ過膜

ろ過膜の隙間（0.1μm）

（通常時、高濁度時両方のイメージ）



2017.9.18の状況

最高濁度 ２００度

浄水場停止 １１時間

※現状は濁度５０度で停止

膜ろ過（無機膜）
濁度１０００度でも実績あり



← 川の水膜でろ過した水 →



砂ろ過 ０．０２度 膜ろ過 ０．００１度

濁度の基準：０．１未満

基準の１００分の１
基準の５分の１





無人運転可能耐震化施設



高濁度でも少ない薬品で確実に濁りを除去

無人運転可能（維持管理費用の低減）

耐 震 化 に よ る 強 靭 な 水 道 施 設



水質検査頻度（１年間）

毎月検査 １２回

３か月に１回検査 ４回

全項目検査 １回（８月）

原水：２箇所 浄水：６か所

項目 基準値
検査結果

（2017年度最大値）

一般細菌 100個/ml 0

総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ 0.1mg/l 0.017

濁度 2度 0.1未満

将来的に局地豪雨の増加が懸念される
→高濁度原水への対応が必要


